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１ 研究の概要 

 

（１） 研究主題・副題「すべての児童が自分の思いを豊かに表現できる授業づくり」～国語科の指

導を通して～ 

（２）研究主題等の設定の理由 

学習全体の児童の実態として、学習態度が受け身で、自分の気持ちや考えを相手に分かりや

すく伝える力に課題がある。また、書く力に課題もあると捉えた。「国語科における児童の実態」では、

自分の思いを話す力、書く力、比較したり関係付けたりして考える力、文の構成についての理解など

に課題がある。また、語彙力や読書習慣に課題もあると捉えた。このような児童の実態から、言葉で

適切に表現することの資質・能力に課題があると捉え、課題を解決するため、研究主題を「すべての

児童が自分の思いを豊かに表現できる授業づくり」と設定し、副題を「国語科の指導を通して」とした。 

（３） 主な研究の経過 

課題解決のためには、新学習指導要領にも熟知しており、研究推進の方向性を適切に指導・助

言してくださる講師が必要となる。そこで、共栄大学教授の光野公司郎先生を招聘しコロナ禍のまっ

ただ中ではあったが 3年間研究を推進してきた。 

光野先生からのご指導を受けながら、研究仮説を１「国語科の授業の中で、必要な指導や支援

を行うことで、すべての児童が自分の考えや思いを表現する力を高めることができるのではないか。

（国語科の説明的な文章を中心に）」、研究仮説２「学習の基盤としての各教科における言語活動

を充実させることで、自分の思いを豊かに表現できる児童の育成を図ることができるのではないか。」

とし研究を推進してきた。 

手立てとしては、大きく 3つに分け取り組んできた。 

1 つめは年間を通して教室内にある「国語コーナー」を活用することである。「国語コーナー」には

基本文「ぼくのお父さん」を常に掲示し、今学習している説明文の構成は「ぼくのお父さん」とどこが違

うのかを学びのポイントにする。説明文教材で理解した新しい＜構成の工夫＞を使って「ぼくのお父さ

ん」を書き換えることで「豊かな表現」へとつなげていった。 

2 つめは国語科を核としたをカリキュラムマネジメントを確立することである。そのために国語科を核と

した「学びの地図」を全学年が作成した。それらを特に生活、総合的な学習の時間に活用し、「豊な

表現」へとつなげていった。 

3 つめは、音読への積極的な取り組みやハンドサインの活用、廊下の学年掲示板に児童の作品

を掲示するなど、学校教育全体からのアプローチである。 

この間、令和 2 年度は、2 年生の研究授業を１本、1 年生及び 3 年での低中学年ブロックでの

公開授業に取り組んだ。令和 3年度は、低中高学年各 1本ずつの合計 3本の研究授業、3本の

公開授業にも取り組むことができた。さらに、今年度は、1 学期に 6 年生の研究授業、2 年、3 年、4

年の公開授業として授業実践と協議を繰り返し行ってきた。この間、光野先生からは対面での講義

や研究協議、指導案検討など何度も来校いただき研究を深めてきた。また、時にはリモートでの協

議も実施した。さらに、メールでの指導案検討など多彩な取組みを行ってきた。この 3 年間の取組み

は、成果として、児童が自分の思いを豊かに表現できる力を育むことにつながっていると実感している。 
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（４）研究の仮説と手立て 

 

 

 

 

 

          

研究仮説 １ 国語科の授業の中で、必要な指導や支援を行うことで、すべての児童が自分の考えや

思いを表現する力を高めることができるのではないか。 

研究仮説 ２ 学習の基盤としての各教科における言語活動を充実させることで、自分の思いを豊かに

表現できる児童の育成を図ることができるのではないか。 

 

手立て １ 

○説明文の読みを通して 

手立て ２ 

○他教科の学習の中で 

その他の手立て 

 

・年間通して国語コーナーを活用

する。（基本文「ぼくのお父さ

ん」の掲示） 

・今学習している教材が前の教

材、次の教材にどうつながって

いるのか「見える化」していく。 

・「国語の授業は三段階ある」 

 ２段階・３段階を充実させる。 

 

・国語科を核としたカリキュラムマネジ

メント 「学びの地図」の作成 

・国語の学びを生活科と総合を中心

に活かしていく。 

・「国語コーナー」を常に意識して他

教科で活用する。 

 

・個別の対応（自力解決の時） 

・視覚化（板書・教室掲示） 

・音読を積極的に取り入れる 

・学年掲示板に児童の作品掲示 

・ユニバーサルデザイン 

・ハンドサイン 

【話合いの活動の工夫】 

・ペアでの対話  

・グループによる話合い 

・全員挙手、相互指名 

・座席の配置の工夫 など 

  

 

  

    

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究主題 「すべての児童が自分の思いを豊かに表現できる授業づくり」 

～国語科の指導を通して～ 

学校教育目標   考える子ども 思いやりのある子ども はたらく子ども じょうぶな子ども 

校長 

教頭 

主幹 

全体研修会 

＜ブロックでの活動＞ 
教材分析、指導方法の工夫の検討 
学習指導案検討、作成 
◎研究授業においてはブロック内で、国語科の
学年と生活・総合の学年に分かれる。 

 
教材分析、指導方法の工夫の検討 
学習指導案検討、作成 
◎ブロック内で、国語科の学年と生活・総合の
学年に分かれる。 

 

＜授業実践部の主な活動＞ 
教材研究 
指導案作成 
 
 

＜環境整備部の主な活動＞ 
校内および教室内の「国語コーナー」の検討・
作成。ユニバーサルデザインに関する情報収集 
情報提供 
 

＜調査研究部の主な活動＞ 
児童の実態把握・意識調査 
アンケートの検討、集計、分析 
 
 

２ 研究組織 
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手立て １  国語コーナーの活用 

                              
                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「国語コーナー」に全クラス共通の基本文「ぼくのお父さん」を掲示した。説明的な教

材文を読む時に「ぼくのお父さん」と「どこが違うのか」を考えさせることで「豊かに表現

する」ための新たな言語技術を身につけさせた。 

例えば、３年説明的文章「こまを楽しむ」は、「初め」「中」「終わり」の文章構成にな

っており、「終わり」に書かれている「さまざまなしゅるいのこまがある」ということを「確かに

そうだ」と説得力をもたせるために、「中」で６つのこまを挙げていることに気づかせる。

「ぼくのお父さん」では「中」が２つだったが、「こまを楽しむ」で「中」が６つになった方がよ

り「終わり」が強くなるということを学び、その技術を他教科（特に生活科や総合）で活

用していく。 

また、「中」に示されたこまの例の出し方の「順序」も筆者の意図がある（既知から未

知へ）ことにも気づかせていく。そのために「国語コーナー」の「順序」の掲示を活用して

いく。 

 

手立て ２ (1)  国語の学びを生活・総合に活かす 

 実践例① ３年総合「とびだせ 志木市探検隊」 

       親水公園の単元 

（１）目標（１０／１６） 

  ○遊具のアピールポイント（具体）を概念（抽象）によってまとめることができる。 

  ＜思考力、判断力、表現力等＞  

（本授業は上記の国語の授業【「中」をたくさん述べて、「終わり」を強める】を活用している。） 

 

児童が考えた遊具のアピールポイント一つ一つが「具体」であり、いくつかの「具体」を共通項でまとめたものが

「抽象」である。たくさんの具体的なことを抽象化（包括的な概念を作る）することで、その遊具のよさが相手にわかり

やすくはっきりと伝わると考える。「はじめ」で話題（遊具）を絵を使って述べ、「中」でたくさんのアピールポイントを出して、

それを概念でまとめ、「終わり」で「いい遊具です。ぜひ作ってください。」という文章構成でまとめて説得力のある文

章にしている。 

 

実践例② 生活 ２年 「うごくうごくわたしのおもちゃ」 目標：遊び方を書いた文章をより分かりやすい文章にしよう。 
国語の学び 説明文で学習した分かりやすい文章を書くために大切なこと（順序、つなぎ言葉、数字、絵や写真）を活

用する。 

 

実践例③ 総合 ５年「社会はよりよい方向に向かっているか考えよう」  
目標：自然保護と社会発展のバランスについて考える中で、今の社会の現状を多面的にとらえることができる。 

国語の学び 言葉の意味が分かることの〈構造的な特徴〉を活用する。 

 

３ 取組 
↓基本文〈ぼくのお父さん〉 

↓〈国語コーナー３年〉 

※詳細は９ページ参照 
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↑※p６､７具体例参照 



手立て ２ （２）  ①国語科を核としたカリキュラムマネジメント 「学びの地図」の作成 

 

 国語を核として、社会・総合的な学習の時間・理科・特別の教科道徳との関連・音楽図工体育・外

国語活動がどのように関連しているか俯瞰できるように各学年で下記のような「学びの地図」を作った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「総合的な学習の時間」の「学びの地図」  ３～６学年の系統図 

 宗岡第四小学校の「総合的な学習の時間」を資質・能力ベースで整理したグランドデザイン 
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手立て ３  その他の手立て 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓ハンドサイン 

↑廊下掲示・児童の作品 

↓音読カード 

-５- 



 

（1） 成果 

 〇国語科の説明的な文章を中心にした学習の系統的な理論研究と授業実践や授業改善を行い教

師の授業力が向上した。 

 〇国語科の学習を生活・総合的な学習の時間を中心とした他教科につなげて活用することができ、

「学びの地図」つくることができた。 

 〇国語科の説明的な文章で学んだ技術が「ひきだし」になり、総合的な学習でその「ひきだし」の中から

適切なものを選んで活用することで「児童が自分の思いを豊かに表現できる授業づくり」にせまること

ができた。        

 〇「国語コーナー」を活用することで読みの理解が深まり、「豊かな表現」につながった。 

 〇令和 4 年度全国学力・学習状況調査の結果（６年）は平均、中央値、標準偏差ともに全国・県を

上回っていた。また、問題別調査では、すべての項目で全国・県を上回っていた。 

 

（２）課題 

 ・「国語コーナー」をさらに充実させる。 

 ・生活・総合の授業の時に国語の要素が多くなってしまい、生活・総合的な学習の時間のねらいから 

それてしまっていないか、常に確認して授業実践をする必要がある。 

 ・県学力状況調査において６年生の伸びに比べて、４，５年生の伸び悩みがみられた。本研究を学校 

全体でさらに推進することが大切である。 

 ・物語教材の読み取りに課題がみられた。 

（３）成果の具体例    成果①  国語の学習が他教科に活きる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 成果と課題 
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成果② 全国学力状況調査・埼玉県学力状況調査の結果から 

全国・県 6年生国語の結果から まとめ 

 全国学力状況調査から 埼玉県学力状況調査から 

成

果 

・平均、中央値、標準偏差ともに全国・県を上

回っている 

（平均正答率全国比＋9.4pt、県比＋8pt） 

・言葉の特徴や使い方に関する事項 

・我が国の言語文化に関する事項 

・知識技能、短答式  

・レベルは県に比べ 1段階高い。 

平均正答率県比＋３．４pt 

・「言葉の特徴や使い方」の伸びが大きい 

・「読むこと」の伸びが大きい 

・知識・技能県比＋２．４pt、思・判・表 県比＋４．８pt 

・どちらも昨年度より県を上回り、その度合いも伸びている

(知+1.7、思+3.2) 
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６ 参考資料（１） 国語コーナー（１、２年） 
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国語コーナー（３年） 
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国語コーナー（４年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-10- 



国語コーナー（５年） 
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国語コーナー（６年） 
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（２）「学びの地図」国語科を核にしたカリキュラムマネジメント（１年） 
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国語科を核にしたカリキュラムマネジメント（２年） 
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国語科を核にしたカリキュラムマネジメント（３年） 
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国語科を核にしたカリキュラムマネジメント（4年） 
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国語科を核にしたカリキュラムマネジメント（5年） 
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国語科を核にしたカリキュラムマネジメント（6年） 
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宗四小だより   

志木市立宗岡第四小学校 
志木市上宗岡１－１－２ 

048-473-5250 
http://www.mune4syo.ed.jp/ 
児童数５７５名 令和３年 6 月 25 日発行 『目指す学校像 『笑顔・感動いっぱい 虹色に輝く みんなの学校』 

（３）研究に関わる「学校だより」 

  

 

 
 
 
 
 

 
本校では、志木市教育委員会より、令和２・３・４年度「すべての児童が自分の思いを豊かに表現できる授業づくり～

国語科の指導を通して～」に関する研究委嘱を受けています。その際、共栄大学の光野公司郎先生から指導を受け研究を

進めています。ここでは、１つの事例を通して、思考力・判断力・表現力等に関わる学力向上についてお話しします。 

 

例えば、右下に示しました「ぼくのおとうさん」という作文を基盤となる論理的な表現の型として位置づけます。表現

の型は【はじめ】【なか】【まとめ】【むすび】の四構成です。お父さんについて表現する場合、自分なりのお父さんに対

する意見や主張を伝えることが目的となります。この「意見や主張」を表現するところが【むすび】となります。しか

し、「おとうさんのようになりたい」と「意見や主張」だけ表現しても思いは伝わりません。どうしてそう考えるのかと

いう根拠がないからです。この根拠が【まとめ】となります。「働き者で立派な大人だからぼくも将来はお父さんのよう

になりたい」ということです。しかし【まとめ】で示した「働き者」というだけでは説得力がありません。それは単なる

思いであり証拠とはならないからです。そこで、どうしてそう思うのかという証拠を示す必要があります。その場所が

【なか】です。「夜遅くから」「朝早くから」「夜遅くまで」働いているから「働き者」と判断できるということです。【は

じめ】は表現する対象、つまり「何について表現するのか」ということについて示すところになります。この型の表現を

使って自分の思いを表現することは小学校 1年生から可能です。しかし、教育という観点で見ると各学年で重点的に指導

すべきところが明確になっています。そのことは、「学習指導要領」に明示されています。 

 

中学年では【「なか」と「まとめ」の部分の要素間の関係性（帰納的）】を重点的に指導することになります「学習指導

要要領」の中学年の指導事項では「段落相互の関係に着目しながら、考えとそれを支える理由や事例との関係などについ

て、叙述をもとに捉える」とあります。ですから、【まとめ】「毎日、毎日よく働きます」という考えを述べるためには、

【なか】で「①夜おそくまではたらきます。」「②朝早くから働きます。」のように具体的事実を位置づける必要があると

いうことを指導していくことになります。 

 

高学年になると、【まとめ・むすびの部分の要素間の関係性（演繹的）】を意識的に表現できるようになってきます。

「学習指導要領」に示された指導事項は「事実と感想、意見などとの関係について叙述を基に、文章全体の構成を捉えて

要旨を把握すること」です。【むすび】の「ぼくは、お父さんのようになりたいです」は「意見」となります。その根拠

となる【まとめ】の「毎日、毎日よく働きます」は「感想」と言えるでしょう。この抽象的な関係性が意識できるように

なるのが高学年なのです。 

 

では、低学年の中心となる学習は何でしょうか。それは【なか】をどのように並べれば説得力があるのかを考えること

です。「学習指導要領」の指導事項には「時間的な順序や事柄の順序などを考えながら、内容の大体を捉えること」とあ

ります。「ぼくのお父さん」の場合は「①夜おそくまではたらきます。」「②朝早くから働きます。」と時間的な順序で配列

されていることになります。 

 

国語科でこのような学びをしっかり行い、国語科で学んだことを他教科で活用していくことが思いを豊かに表現してい

くことにつながると考えています。研究では、学校全体として、国語科で学んだことを特に、生活科や総合的な学習の時

間に活用することを意識して取組んでいます。また、国語科はもちろん他教科等においても音読を重視し、スラスラと速

く読める力を育成していきます。将来、黙読できる力につなげていきます 

このように多様な言語活動の取組を通して学校教育短期目標（左下の表）に掲げた 3つの資質・能力の一つ「思考力・

判断力・表現力等」に関わる学力の向上を目指し「考える子ども」を育成していきます。また、その学びを、協働的に行

うことにも取組んでいきます。その力は、「思いやりのある子ども」の育成にもつながっていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

校長 高柳 政行 「学力向上」～思考力・判断力・表現力等の育成を目指して～ 
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本校では、志木市教育委員会より、令和２・３・４年度、研修主題
「すべての児童が自分の思いを豊かに表現できる授業づくり～国語科の指導を通して～」に
関する研究委嘱を受け、共栄大学の光野公司朗先生の指導を受けながら研修を積み重ねてき
ています。 

 

今年度の 11 月 25 日（金）には、これまでの研究成果を発表する研究発表会を開催しま
す。多くの教育関係者に来校いただき、子ども達の豊かな思考力・判断力・表現力等が育成
された姿をお見せできたらと考えています（１年・３年・５年は国語科の授業公開、２年は
生活科、４年・６年は総合的な学習の時間の授業公開を予定）。 

 
昨年の 7 月号でも紹介（ホームページにある令和 3 年 7 月号の学校だよりを参照）させ

ていただきましたが、「ぼくのおとうさん」という説明文教材を学校全体(1 年生は、2 年生
になったら扱います)で扱う共通教材（説明文を学ぶ上で基本となる言語活動）とし、論理
的な思考の枠組みの構成を学年毎、系統的に学んでいます。その流れがわかるように掲示物
も工夫しています。 

 

このような言語活動の学びを学年毎に国語科の説明文でしっかり押さえていきます。そし
て、国語科で学んだことをさらに、他教科で活用していくことが研究主題の「児童が思いを
豊かに表現（思考力・判断力・表現力等）」できる力につながっていくと考えています。 

 
他教科では、特に、地域との関連を重視した生活科や総合的な学習の時間で活用・発揮で

きる授業を計画・実行・改善等に取り組んでいます。このことをカリキュラム・マネージメ

ントといいます。このような学びが世界基準の新学習指導要領で求められている 3 つの資
質・能力の育成につながり、子ども達の学力向上にもつながっていくものと考えています。
実際、効果も出てきています。 
ですから、今年度はさらに、研究を深めていこうと授業研究を推進しています。 
 
保護者の皆様には、今後の授業参観や懇談会等の折に、その一端に触れていただければ幸

いです。 

 

「ぼくのお父さん」その他の教材・教室掲示の工夫 

 

 

 

 

              ２年生の授業研究    ４年生の授業研究  ６年生の授業研究 

 

 

校長 高柳 政行 

「国語科を中心に思考力・判断力・表現力等の育成を目指して」 

 

６月の取り組み 
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